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Micro Prep
●ジェット噴射式エアアプレーシブシステム

仕様 :

電源=100∨ 50/60Hz

研磨材=酸化アルミナ粒子/粒子の大きさ50μm

空気圧=80～120Psl/5Psi単 位で増減可能

噴出率=強、中、弱の 3段階切り換え可能

ノズル径=大、中、小の 3種類

寸法=W241× D356× H900(mm)

価格 (税別):1台 =3,800,000円
発売元 i

デンタル オーソペディック インスティテュート

〒113東京都文京区根津1l19 根津宮本ビル
な035685-3230～ 1 阻00356853232
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◆ Air Abras市 e Techniqueと Micro Prep

ll常 の臨床で歯科医師が患者に苦痛を与えず、

ブ、1[や きしい治療を施せたならば、歯科の治療行

/与 1■ お
単′L ttI:!Ⅲりなストレスから幾分解放される

と思いま J:

今日、 ll民υ,棒 :千け亡ill.li」 111二 伴い、医療に対

する意識も多様化してきi´ '」 L(に歯科にお

いては、患者の無 l ll治 J`:・ 、_「,|:■ な嘱1マ:と 若者

の美意識の向 llか らくる各 た●rt'、 _1'1待 が年々

高まってきております。

現在歯牙の切削はおもに、 ■
~-1-L)や

エ

ンジンドリルによるli:11転 りJ肖 1」・
=「

11● : 
｀
ltて い

るため、t7J削時の力|111:、 振 fり、 'f:■ :、 1■ 1、 J冬 1析

等の不快ちこ象が避けらオしず、地IFI I■ .1■ :{■11枚

う要隊|に なっておりますのまた、111:1■
~―
'一

ビンによる1躊牙tワ lf」 H寺のrll糸|[1哉 ぉ 1〔 し`■it,二 ltほ

す影響に関する研究の結 iテ l、 そυ)/り ,if lli:多 (の

論文で報告され、エアータービンυ
'υ
」11111こ 11:き

れるようになりました。

今 |口 |、 筆者がご糸r{介 り
~る
1991年 に米|1l Su1lrisc

Techn()1()fies`|:が |IH発 した Micr()1)rcpは 、歯冠

形成のような歯材
:り
J肖 1のすべてをカバーする機 lL

は持ち備えていないもυ)の、術者の発想によ ,́て

はルιiチ |1lt,日 がけ(がろ II∫千,ン 11が 卜分にあり、 力|り 1:、

振動、発熱、りJ削 ドf、 l liみ 等の点から、また、日∫

及的に歯『 iυ
)肖 1除 11:を少な くし、「 L康歯質をでき

るだけ残 J‐ とt■)観メ|.1か らも、歯υ)り J削 には11れ

■ l「ll的なテクニックだと思います。

I(inetic I]1lcrgド をルさサ||し た‖ri芽、|りJ肖 1装 lriに よ

るJI切 '汁ツく■ のヽちι:月 |は 1')15イ「1に Iく 13 131acIく が初j

めて試み、何種 J「1かの装 |ざiが ,1造 されました。し

かしエアータービ)、 オ 了llタ ービン、ウ」―タ

ー タービン、1.Ji基エンジシ竹:υ♪|||ダ11に よってそυ)

後の||‖ 発が中 |11さ れていましたが、i[年 ′ヽイテク

技術の進歩で‖ri射りJ削 の利点を活かせるような‖i

装 |どiが ||‖発されました。 二υ)ヽ licr()1)rcl)を 使用

14♂ 001ね | Diamond 1996 1 4



した Air Abrasi、 eT(ヽ chni(lucは超微利Πな酸化ア

ルミリ粒 J4(A12015()″ nl)を サ|:縮空気によってノズ

ルから噴射させ、そのジJいノト‖ごi身寸で歯牙のりJ削、

力||:li、 処理を迅速かつ的静:(ゴ 」1う システノ、で→。

げi射切削の歯髄にアkはす影r十がlltめ て少ないこ

とがり商ILIIネ 11布我
イ
iキし)1111t「 |ドイビで F貶ギ「さオしているよう

に、この lヽicro I)rに ,l)1二 よるり」削は健康歯質の世l

傷を最小限 |ユ |′lな か し、咬合i向 i裂満、 5級、歯

頸部ウ蝕やウ江:十二女ブ3111壊組織を無麻酔下で効率

よく除去で Fii そ」りため高速タービンを使用

した時の f(ltil、 卜1倅熱、りJ削音や振動の発r11も

なく忠考|二 千(■や恐 lli′ とヽを′チえることが少ない、

障年114υ り汗ill1li t i屯 した人にやさしいテクニック

だと思 t,iす

二し,去 :li=ヽ ir iヽ l)rそtsi、 .e´ 1｀ echlli(lueは イ建康 1カ

リ
lυリダ く―シを11せ /卜限にll‖ えることに力Πえ、 りよ者

の力li j′人'、りf('ttt t軽 減されることからl'4不ミ1仄師と

,よ
i1/((′ ∫́ | ノ、 トレ 4を ′な ( し、 |「 ,lrillll系 が 11,り i:

まるも,,L■:貞
' 
■■|:ヽ licr)1)1‐ に`l)を |だ |ll

してまた 1■ 」it i三 _|■ 1.ま せた●:、 tLi竹

からの用′判も良 く利用価111の高い装 |「
.1で
あります

ので、先生方に少しでも参号になればと思い拍:例

を報告させていただきます。

◆ Air Abrasive ttechnique(Micro Prep)に よる

筆者の応用例

1)充 垣に適したカリエス全般

2)裂 ,古 ウ飢tな どの lb l」 !サlカ リエス、小さなカリエ

スの富沖1形成

3)フ ィッシャーシーラント時の表 1白 i処り|!

4)ト ンネルブレパレーション

5)タ ービン、エンジンでは1木1難な軟化象Ч;『 i

(ljl壊組織)の除去

6)形 成休1難な隣接 1白 i、 歯頸部カリェス

7)ク ラウン内1猶野il‖
`カ

リエス

8)金 属以外の充版物の除去

9)セ メント等の歯 i白 i付着物の除去

1())f駆 レ、 メタルボンドの補修

11) フルベークを断ミリそせずに

'4内

療法が 11∫台ヒ

12)セ メントのぬれを良 (す るたF,υ )ク ラiり )、

1写 i夏 1匂 υ)'」 |liク Lメ :!
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図O M cro Prepに 1菱手

れ る吾11し ア ンミ

t子  50●「

図0 94年 か らイ吏用 している M cro
Prepと 専用バキューム

ノスルの噴出口径は小、中、大

弯由度は 3種類図0 噴射切削に使用するノズル
図0
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図0

【Mic「oP「epによる高洞形成の実際】

噴射切削による酸化 アル ミナ粒

子の飛散 を防止する目的で、専

用バキュームの他に口腔外バキ

ュームを併用

図0 7深 部まで進行した単純な裂溝
ウ倉虫

図⑫ 司歯冠内ウ寓に至る軟化象牙質
削去後の状態

亀́

〉

図O J前 装冠内歯頸部ウ蝕に対し、
ノズルの先を冠内面に挿入し、

軟化象牙質を削去

図0 ¬ 削除の範囲を不必要に拡大せ
ず、遊離エナメルを残した トン

ネル型の富洞形成

図0 ¬形成中の歯肉縁下に至る輪状
ウ倉虫

図0 劃冠内および歯頸部ウ蝕の削去
後の形態

〔症例 l:単純な平滑面ウ蝕】

図⑮ 町 歯頸部ウ蝕。綿糸による歯肉
圧排

図①

「

噴射形成による歯肉辺縁の損

傷は小さい

1目恥‖J

図0 ¬広範に拡大した複雑な裂溝ウ蝕

図⑩ 劃普通に形成した寓洞

図0「 CR充填
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【症例 2:深部に至る二次ウ蝕】

● I ■水痛か

図0  1三 = 
二三二
=貢
3つ いた噴

〔症例 3:形
=三
菱慧重要部ウ蝕〕
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図0 6=L=:|=

【症例 4

7近心隣接面の広範なウ蝕 タ
ーヒン・エンシンでは作業困難

コ⑩  「■■歯の保護のため、ラハー
タニ姜言■、充1二 物の除去と慨

I X Ray, FI■
■ ■ 1口 |ま 大のノスルを

争
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□④ 6CR充 1員¬の  6軟 化象牙賞肖り去後 軽度に舌
.刊
|こ 1頃 斜のため、通常の方法て

1ま 形成医難の症イ,1
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7形 成イi、 脱灰層、ウLiの 山■は
占J去
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図⑩ TCR充 填。¬ は通常の方法によ 図① 別の症例たが、健全な隣在言の
る歯冠形成を施行          場合にはラバータムかス トリメ

フによる

「

董を言ilす る

【症例5:被覆冠支台歯の根面ウ蝕

図⑫ 2前 装冠の歯肉縁下深部までウ
蝕が進行している

図① ヒレーザーで歯肉蒸散による
Ging vo Plasty

図① レーザーによる歯肉蒸散で歯肉
からの出血は見られない

図① ヱ Micro Prepに よる軟化象牙質
の削去後、フローラによる精査

図① ヱ 削去根面にレーザー照射後
CR充填

〔症例 6:タービン・エンジンでは困難な軟化象牙質の除去】

図0「 メタル・アンレー下の二次ウ
蝕。ウ寓内は広範の象牙質ウ蝕

が認められる

図① 「6ラ バーダム防湿後、噴射口大
のノズルでセメントおよび軟化

象牙質を削去

図①

「

削去後のウ寓内。一層の健康

象牙質を残して、髄角付近まで

ウ倉虫が進イ予している
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図0「 ウ寓の深部はダイカルで裏装
し、アイオノマーセメントで築

造後、通常の歯冠形成

図⑩

「

削去後の頬猥1面手 ウ倉iは頬
側からも内部に進行している

I症例 7:作業困難な臼歯遠心隣接部の歯頸部ウ蝕】
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図⑫ ュ X Ra,象  i三 主
縁下に三るτ菫

=

ミ委こに言肉

言Iめ られる

函① ュ インレー除去後の咬合面観。
広範に致化象牙質が認められる

図0ヒ 噴射方向に適したアングルの
ノズルを選択すると作業は容易

にできる

=0 7=``象
牙貢を完全に :ヽ去 した

な態 あと|ま 工4と 同 じ処置 を
実屯

【症例8:ポーセレン前装冠の補修】

図① ヱJ_1■■ 上ホンティック部
唇′F:ず
=言
3ホーセレン破損

区0  ,1損 部表面を一層削除 し、噴
オロ小ノスルでアングーカット

形成

図①  l同 ノズルで保持の目的でメタ
ルに至るヒンホールを形成

図①  lホ ーセレン、メタルプライマ
ーによる CR充填で補修
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